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支持的風土チーム

～子ども同士が認め合い，支え合う そして高め合う「支援」の関係をつくる～

学級会の実施に向けて，教師の適切な支援の下，議題と話合いの柱の設定，提案理由が発表

されました。いよいよ子ども一人一人が考えを出し合い，互いに分かり合い，認め合い、学級

としての協力の在り方を考える話合いへと進みます。

今回は，先回の続きとして，「話合い～合意形成」での教師の働き掛けを紹介します。

ステップ２ 「話合い」の一歩手前の場面

① 提案理由と話合いの柱を基に，ノートやカードに自分の考えを書かせる

子ども一人一人に自分の考えをしっかりともたせるために，教師の適切な支援の下

で自分の考えを書かせます。話合いの柱によっては，「賛成」や「反対」を明確にし

て記述することもありますが，「迷い」を書いてもよいと伝えましょう。どんな意見

でも，理由（なぜ，そのように考えているのか）を書かせることが重要です。

学級会の前に互いの意見を出し合い，全体で共有することもあります。

学級会の前に，自分の考えをノートやカードとは別に，短冊や付箋に書いて掲示板

などに張り出し，友達の考えと比べたり，互いの意見を確かめたりすることで，話合

いがより深まることもあります。

② 子どもの考えの記述を基に，学級会の授業を構想する

教師は，子どもが書いたものを集め，誰がどのような考

えをもっているのかを確認します。さらに話合いの中心に

なりそうな考えを確認します。教科の授業と同様に，子ど

もの考えを把握した上で，授業（学級会）での教師の介入

の場面を想定します。

③ 教師と司会団とで話合いの流れを確認する

授業をつくるのは教師です。子ども一人一人の考えを一緒に見ながら話合いの流れ

を想定し，司会団に任せる場面と教師が介入する場面を相談しておきます。あわせて，

学級会を任せることで司会や書記の力を育てることも考えておきます。

④ 大事なおまけ 話合い前日の帰りの会に「明日の話合いが楽しみだな～」と伝える

休み時間に，掲示板の前で自由な

意見交換が始まるなど，効果的！

事前に子どもの記述に対する助言，

発言への励ましを書くと，効果的！



ステップ３ 「話合い～合意形成」の場面

学級会では，議題や話合いの柱について考え，意見を出し合うことを通して，学級に

おける生活上の課題を解決することを目指しています。多様な考え方や価値観を共有し

ながら，学級としての考えや取り組むことについて，学級のみんなが納得できるような

解決策を見付け，合意形成を図ります。話し合うことで望ましい人間関係が育まれてい

くように，教師は，話合いに適切に介入し，指導・支援を行います。

①はじめの言葉
司会団が話合いのめあてを発表したり，決まっている ②司会団（計画委員会）の紹介

ことを確認したりして，学級全体で見通しをもって学級 ③議題の確認
会に臨む。

④提案理由やめあての確認

提案理由や話合いのめあてに沿って，自分の考えを自分の言葉で発表する。

質疑応答を通して出された意見の内容を分かり合い，共通点や相違点を確かめたり

理解したりする。出された意見の分類・整理を行ったり，提案理由や話合いのめあて

などの視点とくらべたりして，よりよい解決の方法を探る。

いろいろな意見の違いを認めながら，学級全体としてよりよい解決につながる自分

の意見を提案する。最終的には，折り合いをつけるなどして合意形成を図り，みんな

の総意としてまとめる（決める）。 Ｉ'ｍ ＯＫ！ Ｙｏｕ'rｅ ＯＫ！から Ｗｅ'rｅ ＯＫ‼へ

話合いで決まったことを発表し，決定までの話合いの ①決まったことの発表
流れや決定された内容などを全体で確認させる。 ②話合いの振り返り
「先生の話」で，話合いのよかったことや課題が具体 ③先生の話

的に分かり，実践に向けての意欲を高める。 ④終わりの言葉

支持的風土を醸成して，本音を語ることができる温かい雰囲気をつくりましょう。

話合いの途中には，教師が学級の実態に迫れるように司会や書記への支援を丁寧に行

います。話合いの進め方や折り合いを付けての合意形成は，子どもの発達段階に応じ，

学校全体で系統的に指導する必要があります。
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アイスブレイクを行ってもよい。

教師が事前に意見を把握し，意図的な指名で話合いを活性化させる。

教師が板書などを使って，話合いの論点や価値観に迫る意見に着目させる。

教師が板書も利用して，取り組むことの意味や，学級で大切にすることを押さえて伝え，

子どもに今（今後）の学級にとってよりよい内容や方法を選ばせたり考えさせたりする。

子どもが書いた「振り返り」を紹介して，学級会での学びを共有するとよい。
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